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1位は東京大学、早大、筑波大が続く。 

「インテリジェントスポーツ・スマートスポーツ」市場における 

科研費獲得金額ランキング TOP50 

～総投資額約 30億円、全大学/研究機関 197、489テーマから注目の研究テーマをご紹介～ 

  

 ビジネスを創る要素が、有形資産（タンジブル・アセット）から無形資産（インタンジブ

ル・アセット）へと移行しつつある中、各企業がどのようなビジョンに沿って、人材・技術・

ネットワークを獲得し、将来の新しい価値を生み出していくかが注目されています。 

  

 この状況下で、アスタミューゼ株式会社（以下、アスタミューゼ）は、世界 80 ヵ国の研究/

技術/特許/アイデアの情報とそれに関わるプレイヤー（ベンチャー、中小企業、大企業)情報を

集め、各先端分野に精通した専門アナリストが分析、「2025 年の 180 有望成長市場」という

将来ビジョンを独自に定義しています。 

  

 今回は、基礎から応用までのあらゆる学術研究を発展させることを目的とする競争的研究資

金「科研費」（※1）に着目。将来ビジョンの有望成長市場 180 のうちのひとつであり、総額約

30 億円の科研費を獲得している「161. インテリジェントスポーツ・スマートスポーツ」市場

における大学・研究機関別の科研費獲得金額ランキングを発表、さらに注目すべき研究テーマ

をご紹介します。 

 

（※1）科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金/科学研究費補助金） 

 

※今後、 科研費獲得ランキング発表予定の市場  



 

・  69.  遠隔医療・遠隔手術 

・154.  ファクトリーオートメーション・産業ロボット 

 

 

■総投資額約 30億円、全大学/研究機機関 197、489テーマ中、「161. インテリジェント

スポーツ・スマートスポーツ」市場における大学・研究機関別（※2）の科研費獲得金額ランキ

ング TOP50(※3) 

（※2）研究代表者が所属する大学・研究機関  

（※3）2006～2015 年の交付分。2016 年 6 月時点でデータ取得 

  

順位 大学・研究機関名 件数 総配分額（円・計画含） 

1 東京大学 22 207,620,000 

2 早稲田大学 24 138,136,000 

3 筑波大学 15 116,400,000 

4 名古屋大学 10 97,840,000 

5 鹿屋体育大学 7 88,270,000 

6 慶應義塾大学 13 86,270,000 

7 立命館大学 7 81,650,000 

8 大阪大学 7 80,300,000 

9 大阪体育大学 6 66,110,000 

10 東京工業大学 4 64,220,000 

11 徳島大学 4 60,710,000 

12 首都大学東京 4 57,440,000 

13 福岡大学 7 54,890,000 

14 高知工科大学 3 52,546,000 

15 九州大学 11 52,220,000 

16 弘前学院大学 1 50,050,000 



 

17 北海道大学 9 45,090,000 

18 広島大学 7 44,430,000 

19 東北大学 8 43,800,000 

20 神戸大学 5 40,590,000 

 

  

※50位までのランキングは未来を創る有望成長市場・有望企業情報メディア『astavision』

上でご覧になれます。 

URL: http://astavision.com/contents/news/2088?from=pt160627_1 

 

 

■注目すべき研究テーマをご紹介 

 

◆全身の運動解析のための制約のないセンサシステムの開発と応用分野への展開（高知工科大学 

井上喜雄教授 他 / 4537万円） 

 この本研究では、研究代表者らがこれまでに研究開発してきた技術を基に人間の運動に関す

る新たなウエアラブルセンサシステムを開発し、複数の信号処理技術を駆使した制約がなく信

頼性の高い運動解析技術を構築した。さらにこれらの解析理論とセンサ技術を用いた運動解析

による医療分野における歩行リハビリ訓練や立ち上がり訓練、スポーツ分野におけるゴルフや

テニスのスイング診断などへの応用研究にも取り組まれた。 

    

◆緊張時のパフォーマンス崩壊メカニズムの解明と公開型スポーツ脳機能解析施設の構築（東京工

業大学 石井源信教授 他 / 4992万円） 

 この本研究では、アスリートが緊張によりパフォーマンスを崩壊させてしまうメカニズムを

明らかにするために磁気共鳴画像法などを用いた行動実験を行い、脳のどの要因がパフォーマ

ンス崩壊を引き起こすのかを明らかにすることを目的とした。心理的な阻害要因として過度な

感情の惹起が「視線注意散漫」を生じさせ「知覚運動スキル」に影響を与えることが、さらに

脳内メカニズムでは島皮質からの注意システムへのコントロールが阻害されることが示された。 

 



 

    

◆ユビキタスによるトータルウェルネスシステムの構築（東京大学 深代千之教授 他 / 1911万

円） 

 この研究ではユビキタスによる生体情報の収集技術とネットワークを用いて健康維持をサポ

ートするシステムを作成することを目的とされた。ユビキタス技術により構築された心拍数・

身体加速度・筋電図といった生体情報の自動取得システムを用いて、これらの情報を基に日常

生活から歩行・ジョギング・ワークアウトといった低強度から高強度の運動にいたるまでのエ

ネルギー消費量をニューラルネットワークにより推定するシステムが作成された。 

     

※50位までのランキングは未来を創る有望成長市場・有望企業情報メディア『astavision』

上でご覧になれます。 

URL: http://astavision.com/contents/news/2088?from=pt160627_2 

  

 

■「161. インテリジェントスポーツ・スマートスポーツ」市場について 

  

 アスタミューゼでは企業情報・特許情報などのビッグデータ分析により、今後成長が見込ま

れる有望市場を「180 の有望成長市場」として分類しており、そのひとつが「161. インテリ

ジェントスポーツ・スマートスポーツ」市場です。 

 

 スポーツの世界にも、ウェアラブル＆ユビキタス、そして IoT、ビッグデータという時代の

波は押 し寄せています。インテリジェントスポーツ・スマートスポーツは、MEMS センサによ

る生体センシングをベース技術としながら、VR・AR と融合することで、エンタメや脳トレな

ど、様々な分野への展開も考えられます。さらに、2020 年の東京オリンピックを機に、スポ

ーツの ICT ソリューションが本格的に動き出すと期待されています。 

 

 主な技術要素としては「MEMS センサ」「生体センシング」「脈波、脳波（EEG）」などが

あり、主な技術・製品・サービスの例としては「Adidas MiCoach・miCoach SMART BALL」

（Adidas）、「腕時計型ウェアラブルスポーツセンサ」（Polar Electro Oy）などがあります。    



 

 

 また、この市場の主なプレイヤーとしては、ソニー株式会社、パナソニック株式会社、株式

会社日立製作所などがあり、180 の有望成長市場における主な関連市場としては、「117. ラ

イフログ」「130. MEMS・マイクロマシン・組込システム」「175. 生体情報デバイス・バイ

オセンサ」などがあります。 

 

 アスタミューゼでは、この市場の 2015 年世界市場規模を 20.25 億米ドルと推定、2025 年

世界市場規模を 40.5 億米ドルと推定しています。 

 

 

■「161. インテリジェントスポーツ・スマートスポーツ」市場に関するベンチャー・最先端

技術などの情報配信サービス 

アスタミューゼでは、新規事業・オープンイノベーションのためのデータのご提供および実

行支援を行っており、大手メーカーの経営企画/CVC 部門、R&D/知財部門、新規事業部門をは

じめ、金融・VC など 100 社以上ご利用いただいています。 

 

 その中でも情報配信サービスでは、国内 700 大学/研究機関・約 500 万テーマの研究テーマ、

全世界 100 万社の有望イノベーター（ベンチャー・大学発 VB 等）情報、全世界 1200 サイ

ト・30 万プロジェクトのクラウドファンディング情報を 180 の有望成長市場毎に分類し、各

市場における関連企業や関連アイデアのリストおよび統計情報をご提供しています。 

 

 月額 9 万円から、新規事業アイデアの探索、新規事業実行のための投資・提携先の探索とい

った用途にご利用いただけます。  

 

※本プレスリリースのファイル内に、参考資料として「アスタミューゼが定義する 180 の有望成長市場」一覧を記載しております。 

 

【お問い合わせ・サンプルご請求はこちら】 

◆Webからのお問合せ 

http://www.astamuse.co.jp/contact/corporation/content?from=pt160627  



 

◆お電話でのお問合せ 

 03-5148-7392 

   

 

■アスタミューゼ株式会社について 

世界中の課題を解決し、未来を創るプラットフォーム『astamuse.com』 を提供すると共に、

法人向けサービスとして、自社の課題を解決するためのイノベーションに関わるコンサルティ

ングサービスを展開しています。 

  

・代表者：代表取締役 永井 歩 

・設立：2005 年 9 月 

・所在地：東京都中央区築地四丁目 1 番 1 号 東劇ビル 7 階 

・URL: http://www.astamuse.co.jp/ 

  

【本プレスリリースに関する問い合わせ先】 

アスタミューゼ株式会社 

担当： 亀久 

mail: press@astamuse.co.jp 

TEL: 03-5148-7393 


